
第 2節 違構の詳細

|-1 'ユ

■|す■・

IS'「 ||

■|を i

il lユ

|:1着手■

一ピ
一一・・井
簸

1

2

3

4

5

6

7

SBll P 3(南 から)
″ P4( ″ )
″ P6(北 西から)
″ P7(東 から)
SB12 P 7(南 西から)
〃 P8(西 から)
〃 P9( ″ )

Fig.215 SBll・ 12柱穴写真
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8.溝と柵列による方形区画
SD32・ SD33・ SA03

(位置と配置)溝跡SD32と SD33、 柵列SA

03は整然と配置され一連の方形区画を構成す

る遺構群である。 G2区の南西隅、前述の建
物による方形区画SBll・ SB12と 同位置に方

位を違えて配置される (全体図Fig。 210、 周

辺図Fig。 172、 写真Fig。 211)。

(方位)時 ずヽれも方位座標軸にほぼ一致する

が、柵列SA03の 柱筋で見る限り厳密にはご

くわずか時計回り方向に振れている。南北列

(P15～ P22)で N-2° ―Eで ある。溝の軸

方位は厳密に見極めにくいが、SA03と 均等

間隔が保たれており、上記の方位と一致する

とみて良い。

(溝の規模)SD32は東西に長さ19m検出し、

さらに西に調査区外へと続 く。SD33は東西

16m(内法は15m)で直角に南に折れ、南北

長さ18.6m検 出したが調査区外へと続いてい

る。両溝の間には方形区画の溝が切れる部分

が長さ 8mにわたって存在している。これを

含めた方形区画の東西検出長は43mで、さら

に西方向へと続く。なお溝が切れる部分は方

形区画への出入口としての機能をもつ可能性

がある。少なくとも調査区内ではSD32が南

に折れる様子はみられないため、この出入口

部分は方形区画の中軸線上にあるとは考えら

れず、東側に寄った位置に設けられている。

出入口状の施設が複数設けられた方形区画も

推定可能である。

SD32部分は溝底面が平坦ではなく、その

ため溝の深さは30c14～ 60cmと 凹凸がある。こ

れに対 してSD33部分は断面形が整った台形

になるように掘られており、底面は完全に平

坦に加工されている。深さは約60cmである。

(柵列の規模)柵列SA03は 溝の内側に沿っ

て配置される。柵を構成する柱は2.7mの均

等な間隔で立てられ、北辺ではPl～ P15の

柱間14間、東辺ではP15～ P22の 7間分検出

している。前述した溝が途切れる部分にも柵

列の柱穴は等間隔で配置されており、幅をも

つ門などの構造物は設けられていない。この

部分が出入口としての機能を持つものであれ

ば、柵列になんらかの開閉装置が備わってい

たことも考えられる。

(柵列の構造)掘立柱によって柱を 1本ずつ

立て、これを連結して柵としたものである。

地上部分の構造は不明で、塀と呼称すべきか

もしれない。貫や横板の構造、屋根掛けの有

無などは一切復原できないが、整然とした柱

穴の配置からみて丁寧な造りが想定される。

柵列の柱穴は溝の縁から1.5mの間隔を隔

てた位置に配されている。北辺の西半 (SD

32に並行する部分)で は柵の柱は 1本だけで

なく、主柱と添柱の 2つが組みあって確認さ

れた。主柱は柱穴径80cm～ 110cm、 深さ70cm

前後、添柱は径40cm～ 50cm、 深さはやや浅く

50cm～ 60cmで ある。主柱と添柱は約1.4mの

間隔をもって配置される。添柱は溝SD32の

縁ラインと重なるように位置しており、この

柱穴を埋める埋土は溝SD32の 埋土と区別で

きなかった。したがって柵列が解体される際

に柱が抜き取られ、一連の埋土によって溝と

共に埋められたと考えられる。なお添柱の柱

穴は垂直方向に対 して傾きが無く、まっすぐ

掘られている。柱痕跡が無いため間接的な推

定だが、添柱は垂直に立てられていた様子が

うかがえる。 したがって柵壁面に対 して個々

の添柱が斜めに寄りかかって支える構造では

なく、並んだ添柱の頂部に横架する材を乗せ、

これを柵列本体と連結するような、かなり頑

丈な構造をもつ添柱の支持が推定される。

一方、柵列SA03北辺の東半 (SD33と 並行

する部分)で は、西半とは異なる柱穴の構造

が検出されている。具体的にはP10～ P14の

部分である。西半では主柱と添柱の柱穴が独

立して検出され、両者とも明確な建て替え、

抜き取りなどの痕跡が無かったのに対し、 P

10～ P14で は主柱と添柱の柱穴がつながり、

一連の平面プランをもって検出された。これ

はFig。 223の 土層断面図に示 したように、複

数回にわたる抜き取り、建て替えに伴うもの

であることが分かっている。主柱と添柱は溝

状につながった坑を掘って抜き取られており、

土層の切り合いをみる限り最大で 3回の抜き

取り。建て替えがあったことがうかんゞえる。

なお最初の建設時に主柱と添柱が独立した別

の柱穴であったかどうかは不明である。下層



に残されている埋土 (図中 1層)ん 当ゞ初の掘

り方であれば、当初から一連の溝状掘り方内

に両者が一括 して立てられた可能性も残る。

なお添柱は北辺のみに付随しており、東辺

と北辺の溝が途切れる部分には認められない。

この部分については 1本柱の柵列で、北辺と

は異なる構造であったことがうかがえる。

SA03の 柱穴のなかには、底近 くに石を置

いて礎盤 (暗礎)と したものがあった。Fig.

226に写真を掲載 したように、平坦な面をも

つ大きめの石を 1つ置くものと、円礫を 5個

前後固めて置くものとバリエーションが認め

られる。また全ての柱穴に礎盤がある訳では

ない。

(SD33の 埋土堆積状況)土層断面図をFig.

216に 示 している。 3箇所での堆積状況を図

示したが、いずれも最下層にあたる部分では

水流の作用による粒度淘汰を受けた堆積を確

認 している。ブロック状の塊が含まれる部分

もあることから、一時的にはある程度強い水

量があったこともうかがえる。SD38底の標

高は検出した範囲内では7.Omで ほぼそろっ

ており、際だった高低差は認められない。ま

た溝の一端は途切れているため、常時水流が

あるような水路としての溝とは考えにくい。

平常はほとんど流れがなく、気候によって水

位の上下があるような壕状の溝であったもの

と推定される。なおFig。 216に示 した埋上の

状況から、 2回以上の溝の掘り直しがあった

ことがうかがえる。最終的には幅が細く浅い

溝であったらしい。この最終の埋土にはブロッ

ク状の塊が多 く混入 していることから、SD

32と 同様に人為的に埋め立てられた可能性も

ある。ただし後述のSD32埋土からは多量の

遺物が出土 しているのに対 して、SD33か ら

の遺物出土量は非常に少ない。

(SD32の埋土と遺物出土状況)Fig。 221に実

測図を、Fig,222に 写真を示した。溝は柵列

の添柱穴とともに一括の埋上で埋まっており、

人為的に一度に埋められたと考えられる。こ

の埋土中には土器が高い密度で包含されてお

り、意図的な廃棄がおこなわれた可能性もあ

る。遺物の水平分布は遺構全体にまんべんな

く広がっており、垂直分布については上面か
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ら底近くまで偏り無く含まれている。このよ

うな分布状況からみると、溝を埋め戻す作業

中に遺物を投棄したのではなく、埋上が供給

される元の場所で廃棄、混入したものが一括

して運ばれた可能性もある。

(遺物の内容と時期)出土した遺物について

実測図をFig.230～ 231に、写真をFig.256～

263に掲載した。各種の須恵器、赤彩土師器、

土師器甕などが出土している。詳細は次節で

述べるが、特殊な遺物としてはSA08P 2 B

から出土 した円面硯 (Fig。 231-39)、 SD32

から出土した須恵器郭蓋の転用硯 (Fig。 231-

24)、 製塩土器 (Fig。 230-14)な どがある。

遺物の時期には若干の幅が認められる。最

も新 しい年代のものとしては、須恵器堺

(Fi3 231-25～ 28)、 赤彩土師器皿 (Fig。 230-

11)な どがあげられる。また非掲載とした小

片のなかにも新しい時期のものがいくつか含

まれる。具体的には須恵器郭蓋の口縁部で端

部の屈折が短く、宝珠状つまみがつくとみら

れるもの、須恵器メ身で高台が底部最外縁に

つくもの、などである。以上の土器は 8世紀

後葉～ 9世紀前葉の年代が考えられる。 した

がってSD32、 SD33、 SA03の 廃絶年代はこ

れ以降であるといえる。

前項で扱った大型建物による方形区画SB

ll、 SB12は遺構の切り合いから、溝と柵列

による方形区画より古いことがわかっている。

このSBll・ SB12が 8世紀後半に解体されて

いるため、その後に設けられた溝と柵列によ

る方形区画の設置年代はこれをさかのばらな

い。 したがって、 SD32・ SD33・ SA03が機
能した期間は 8世紀後葉～ 9世紀前葉の間に

納まるものと考えられる。
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遺物出土状況、北東から

遺物出土状況、東から

SD32完掘、ピッドはSA03

SA03柱穴から円面硯出土状況 (P2B)

Fig.222 SD32・ SA03遺構写真
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1:P13、 南西から

21P14、 南西から

3:右から P ll、 P12、
P13、 完掘時
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Fig.225 SA03遺 構写真
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以下では、前節で遺構の詳細を述べた郡家

関連の建物・柵列・溝から出上した遺物の詳

細を解説する。法量や調整など基本的な項目

については観察表Tab.27～ 39に記載 してお

り、ここでは特記すべき点に限って述べる。

なお実測図はFig。 227～ 2311こ 、写真はFig。

232～ 2631こ掲載している。

SD06(実測図Fig.227、 写真Fig。 232～ 233)

比較的出土量は多いが、古い時期の遺物が

混入しており時期幅がある。 1は弥生土器の

底部、 2と 3はかえりをもつ堺身で、赤彩さ

れた高郭 (13～ 16)を あわせ古墳時代後期後

葉のものが混入している。

転用硯が 2点出上 しており注目される。 6

は須恵器メ蓋が転用されたもので、内面が使

用によってつるつるに摩耗し、うっすらと墨

痕が残る (写真Fig。 232)。 また10は長頸壺

などの底部が破損後に硯として転用されたも

のである。実測図に示したように、破面にも

墨痕が付着 している (写真Fig。 233)こ とか

ら、破損したものをあえて利用していること

が見て取れる。

11。 12は赤彩土師器の外で、11はつまみの

ついた蓋である。土師器では類例の少ない器

形であるが、須恵器で同様のものがある。低

い宝珠状のつまみ形状が須恵器堺蓋と共通し、

8世紀後葉～ 9世紀初頭ごろの年代が考えら

れる。なお出雲国府で出土した同様の須恵器

はやや古い年代が与えられている。

須恵器郭は 8世紀前半の輪状つまみの蓋

(6・ 7)と 高台付の郭身 (8)、 8世紀中葉

～後葉の底部回転糸切りの雰身 (5。 9)な

どがある。

Fig.233に 写真のみ掲載したものは、腿、

堤瓶または横瓶、郭などの破片である。

SD12(実測図Fig。 227、 写真Fig。 234)

遺構の面積に比して出土量は少ない。17は

高台付堺で、側面が急角度で立ち上がる器形、

高台の稜がシャープで底部の外寄りにつくこ

第 3節 違物の詳細

となどの特徴からみて 8世紀後半のものであ

る可能性が高い。なお底部切り離しの痕跡は

確認できない。

Fig。 234に 写真のみ掲載 したものは須恵器

甕、古墳時代の雰身、高台付の雰などである。

SB01(実測図Fig。 227、 写真Fig。 235)

周辺遺構との配置関係から8世紀後半頃の

建物と推定されるが、柱穴内から出土した遺

物はいずれも古墳時代のものである。いずれ

も混入と判断される。20、 21が郵蓋、22～ 25

が郭身で、蓋天丼部の調整、身受け部のかえ

りなどから古墳時代後期後葉のものとみられ

る。このほかFig。 235に写真のみ掲載 した須

恵器甕などが出土している。

SA01(実測図Fig.227、 写真Fig。 236)

上記SB01と 同様な状況である。図示 した

須恵器蓋堺、須恵器高郭の他は、写真のみ掲

載した須恵器甕、同壺類底部などの破片が出

土している。

SB03(実測図Fig。 228、 写真Fig.237)

須恵器ヌの蓋身が 1点ずつ出土している。

身にかえりをもつヌの最終形態で、回径の縮

小化が最も進んだ段階のものである。出雲 6

期、 7世紀中葉頃のものとみられる。

このほか写真のみ掲載したものに赤彩土師

器の甕が数点ある。

SB04(実測図Fig。 228、 写真Fig。 238～ 239)

須恵器郭蓋の破片がいくつかある。32と写

真のみ掲載した破片は輪状つまみをもつ蓋と

みられる。いずれも内面に薄く黒色の付着物

があり、転用硯として使用された墨痕である

可能性もあるが小片のため断定できない。33

は身として図示したが、蓋の可能性もある。

34は鉄製の楔で、全長130mm、 最大幅15mm、

最大厚 3 mmの平釘状をなす。実測図は保存処

理前に作図したため特徴を把握しきれていな

いが、錆を除去したところ頭部がきれいな弧

を描き、身の中ほど部分が歪曲するなどの特

徴が明らかになっている (写真Fig.239)。

樹脂含浸など保存処理後の計測値であるが、
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重量は24gほ どであった。

SB07(実測図Fig。 228、 写真Fig。 241)

35の須恵器高界は古墳時代のもので混入と

判断される。 3方に方形透かしをもつ。36は

須恵器郭身底部で、高台部分の破片である。

焼成が悪く、表面が吸炭したように黒色を呈

する。

SB08(実測図Fig。 228、 写真Fig.242～ 243)

他の建物遺構に比べ新しい時期の遺物が比

較的まとまって出土している。37～41は須恵

器郭蓋で、器高が低く端部の折れが小さいこ

とが特徴である。つまみ部分はいずれも失わ

れているが、低い宝珠状のつまみがつくもの

とみられる。 8世紀後葉～ 9世紀前棄ごるの

ものと半J断される。

42は底部回転糸切りの須恵器郭身で、底面

1こ「若」 1文字が墨書される。字の位置は幾

分片寄っておりさらに別の文字を記す余白は

充分あるが、これに続く文字があった痕跡は

確認できない。

43と 同様の赤彩土師器郭は、写真を掲載し

たように小片が数点出土している。

45は鉄製の紡錘車で本来の直径52mm前後、

中心に方形の孔が開く。保存処理後の重量は

37gで あった。

SB10(実測図Fig.228、 馬辱曇Fig.244～ 245)

46は須恵器堺蓋、47は同魃である。醒は高

台が付くもので、円孔部分は失われている。

SB12(実測図Fig.228、 写真Fig.247)

49は須恵器堺蓋の破片で、肩部に稜が付い

て屈折する。つまみは失われているが、推定

される径からみて輪状つまみにはならず、宝

珠状つまみがつくものとみられる。 8世紀後

葉の年代が与えられる。50の赤彩土師器高郭

は古墳時代後期のものが混入したと考えられ

る。

SD30(実測図Fig。 229、 場薙葦Fig。 252～ 255)

SD30の遺構については次節で扱うが、遺

物については他の遺構と併せてここで扱う。

1は棒状の鉄製品で、鉄釘などとみられる。

断面正方形の角棒状で、出土時には図示した

ように須恵器郭蓋が錆び付いていた。残存長

が11.9cm、 太さは一辺 5 mmほ どである。保存

処理後の重量は約1l gで ある。

2は須恵器円面硯で、脚端径23.8cmの 大型

のものである。脚部には方形の透かしが切り

抜かれている。接合しないが、付近から墨を

擦る陸部分とみられる破片も出土 している

(写真Fig。 253)。 表面は使用によってつるつ

るに摩滅している。

4は須恵器堺蓋で、内面は摩耗し墨痕が付

着している。転用硯として使用されたもので

ある。

この他にはFig。 2551こ 写真のみ掲載 した赤

彩土師器郭、土師器甕、土製支脚などが出土

している。赤彩土師器外には高台付のもの、

高台がつかず静止糸切りのものなどが含まれ

る。

SD32(実測図Fig。 230～ 231、  猛海薫Fig.256
-262)

比較的多くの遺物がまとまって出土してい

る。 1～ 11は赤彩土師器堺で、■のように口

径が大きく外に開く皿のような器形のものも

ある。器形や端部の形状にバ リエーションが

あり、時期的に一括性があるものか判断でき

ない。13の土師器郭は口径が小さく非常に丁

寧なミガキを施すもので、やや異質なもので

ある。

14は製塩土器の破片である。指押さえによ

る成形痕が残される。製塩土器については注

意して遺物検討を行ったが、他の遺構からは

出土していない。

15～23は土師器甕である。破片が多いが、

SD32か らは煮炊具がまとまって出土 してい

る点が注意される。

24～28は須恵器郭を図示した。24の蓋は内

面に墨痕が付着するもので、転用硯として使

用されたものである。25～ 28の雰身は型式差

があるが、底部糸切りの25、 26、 高台が外寄

りについて体部が鋭角に立ち上がる28な どの

特徴から、おおまかに 8世紀中葉～ 9世紀前

葉にかけてのものと判断される。
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29～ 34は長頸壺で、造りが厚いためか大き   め、全体では 4箇所の透孔があったものと復
めの破片で出土している。31の底面には「×」  原される。
のヘラ記号が刻まれている。           40は 鉄製品で平面形は鏃などの利器に観察

39は 円面硯の上部である。SD32の廃絶と   されるが、刃がつかず切り抜いた板状のもの
同時の埋土中から出土 しているものの、厳密   である。用途は明らかではない。
には柵列SA03の 添柱 P2Bか ら出土 したも
のである。脚部側面には透孔が 2箇所分残存   SD33(実 測図Fig。 231、 写真Fig.263)
している。透孔は上半しか残らないため、全    Fig。 231-41、 42が SD33か らの出土である。
体の形は不明だが、星形に切り抜かれたもの   41は 遺などの底部、42は放射状の暗文を施 し
である (写真Fig.261)。 2箇所の透孔は中   た赤彩土師器堺である。
心からの角度90° の位置に設けられているた

Tab。 27 SD06出土遺物観察表 (Fig 227)

Tab。 28 SD12出土遺物観察表 (Fig 227)

番号 種 別 器 種
法 量 (cm)

色 調 調 整 (内面/外面/特記事項) 残  存  度
日径 器高 底径

1 弥生土器 壷・甕 内外面 :浅黄橙色 内面 :指押さえ/外面 :ハ ケメ後ナデ 底部のみ、全周の70%
2 須 恵 器 邪 身 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ 回縁部のみ、全周の10%以下
3 須 恵 器 雰 身 内外面 :暗灰色 内外面 :回転ナデ 回縁部のみ、全体の10%以下

4 須 恵 器 郭 身 内外面 :暗灰色
内面 :回転ナデ/外面 :体部回転ナデ、底部ヘラ切 り
の後不定方向のナデ、周辺部のみ回転ヘラケズリ

体部下半から底部にかけて、
全体の20%

5 須 恵 器 イ 身 内外面 :オ リーブ灰色
内面 :体部回転ナデ、底部不定方向のナデ/外面 1体
部回転ヘラケズリの後ナデ、底部回転糸切り

体部下半から底部のみ、全周
の50%

6 須 恵 器 郭  蓋 138 内外面 :暗灰色
内面 :回転ナデ/外面 :回 縁部回転ナデ、天丼部回転
ヘラケズリの後回転ナデ/転用硯、内面なめらかに摩
耗、一部墨痕

全体の70%

7 須 恵 器 郭 蓋 内外面 :暗青灰色 内外面 :回転ナデ 回縁部のみ、全周の10%以下

8 須 恵 器 啄 身 内外面 :暗灰色
内面 :回転ナデ/外面 :体部回転ヘラケズ リの後高台
貼 り付け周辺部回転ナデ

体部下半から高台にかけて、
全周の15%

9 須 恵 器 郭

内 面 :暗オリーブ灰色
外 面 :体部上半部暗
オリーブ掲色、以下暗
オリーブ灰色

内面 :体部回転ナデ、底部不定方向のナデ/外面 :体
部回転ナデ、底部回転糸切り

全体の30%

須 恵 器 壷 類
面

面

内

外
オ リープ灰色

暗灰色
内面 :回転ナデ/体部回転ヘラケズリ、高台貼付後回
転ナデ、底部不定方向のナデ/内面、破面に墨痕

体部下半から底部のみ、底部
はほぼ全周

11 土 師 器 蓋
内外面 :赤色塗彩
胎 土 :灰黄褐色

内面 :回転ナデ/外面 :側面横方向のヘラミガキ、天
井部ヘラケズリ、つまみ貼付後回転ナデ

全体の15%

12 土 師 器 耳 140 内外面 :赤色塗彩
胎 土 :浅黄褐色

内面 :回転ナデ/外面 :回 縁～側面回転ナデ、ほ部ヘ
ラケズリ整形後単位の不明瞭な ミガキ

全体の70%

13 土 師 器 高  郭 内外面 :赤色塗彩

胎 土 :明黄褐色
内面 :ケ ズリ、不定方向のナデ、据部 ヨヨナデ/外面 :

指押さえの後ナデ、据部 ヨヨナデ
脚部のみ、全周の40%

土 師 器 高 郭
面

上

外内

胎
赤色塗彩
明黄褐色

内面 :不定方向のナデ、ケズリ、端部 ヨコナデ/外面
ヨコナデ 脚部のみ、全周の40%

15 土 師 器 高 郭 外 面 :赤 色塗彩
胎 土 :浅黄褐色

内面 :接合部粗いナデ/外面 :タ テハケ、滑らかなナ
デ/郭部の軸を脚で包んで接合 脚部のみ、全体の20%

16 土 師 器 高 郭 140 内外面 :橙色
内面 :粗いヘラケズリ、脚端部なめらかなヘラケズリ
/外面 :筒部縦方向のヘラケズリ、据部～脚端部ナテ
/郭部との平滑な接合面で剥離

脚部のみ、全体の30%

番号 種 別 器 種
法 量 (帥 )

色 調 調 整 (内面/外面/特記事項 ) 残  存  度
回径 器高 底 径

17 須 恵 器 郭  身 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ
底部から高台にかけて、全周
の20%

須 恵 器 瓶,こ類 内外面 :灰色 内外面 :回転 ナデ 口縁部のみ、全周の10%以下
19 須 恵 器 高 F4N 内外面 :回転ナデ/瓶類の可能性あり 回縁部のみ、全周の10%
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Tab.29 SB01出 土遺物観察表 (Fig.227)
番号

穴

名構

柱

遺 種 号1 器 種
法 量 (cr)

色 調 調 整 (内面/外面/特記事項) 残  存  度
口径 器高 底径

P5 須 恵 器 郭 蓋 114 内外面 :明 灰色
内面 :回転ナデ、国縁部に刻みなど無 し/外
面 :天丼部ケズリ無 し、ナデ

全体の10%

P16 須 恵 器 邪 蓋 内外面 :暗灰色
内面 :回転ナデ、国縁部に沈線/外面 :回転
ナデ、肩部に沈線

全体の 5%

P3 須 恵 器 不  身 内外面 :明 灰色 内外面 1回転ナデ 全体の 5%以 下
P12 須 恵 器 lTN 身 内外面 :明灰色 内外面 :回転 ナデ /1k体 の 5%
須 恵 溢 lTN 身 内外面 :暗灰色 内外面 :回転ナテ 全体の 5%以下
須 蕉 采 啄  身 内外面 :暗灰色 内外面 1回転ナデ 全体の 5%

Tab.30 SA01出土遺物観察表 (Fig。 227)

番号
穴

名構

柱

遺 種 別 器 種
法 量 (cm)

色 調 調 整 (内面/外面/特記事項 ) 残  存  度
口径 器 高 底 径

須 恵 器 不  蓋 内外面 :暗青灰色 内外面 :回転ナテ 全体の 5%以下
須 恵 器 lTN 身 内外面 :暗青灰色 内外面 :回転ナデ 全体の 7%
須 恵 器 低4H高昴 血外面 :Hき灰色 内朱而 :回転 ナデ/脚部方形 2方あか し 脚部の40%

Tab.31 SB03出 土遺物観察表 (Fig.228)
番号
柱 穴
遺構名

種 別 器 種
法 (cn)

調色 調  整 (内面/外面/特記事項 ) 残  存  度
回径 器高 底径

須 恵 器 啄 蓋 外面側面

面上面、

外

色灰

色

明

灰

‥

暗

面内
内面 :回転ナデ/外面 :天丼部回転ケズ リ、
体部回転ナデ

全体の30%

須 恵 器 啄 身 内外面 :暗灰色
内面 :回転ナデ/外面 :底部回転ヘラケズリ
敷物圧痕、側面回転ナデ

全体の50%

Tab.32 SB04出 土遺物観察表 (Fig.228)
番号
柱 穴
遺構名

種 号‖ 器 種
法 量 (伽 )

色 調 調  整 (内面/外面/特記事項 ) 残  存  度
□径 器高 底径

P6 土 gT器 皿
胎 土 :淡褐色
内外面 :赤色塗彩

内外面 :丁寧なナデ、赤色塗彩 側面のみ、全周の10%

須 恵 器 啄  蓋 内外面 :灰色 内外面 :回転 ナデ、内面 に黒いシ ミ、墨痕か 全周の 5%以下

P2 須 恵 器 啄  身 内外面 :灰色 内外面 :回転 ナデ 全周の 5%以下

鉄 製 品 楔状平釘
全長
130mln 闘‐５ｍｍ

輝

ｍｍ

頭部が弧状に曲がる。体部中ほどで湾山する。
先端をわずかに欠 く。

ほぼ完形

Tab.33 SB07出 土遺物観察表 (Fig.228)
番号

穴

名構

柱

遺 種  別 器 種
法 量 (cm)

色 調 調 整 (内面/外面/特記事項 ) 残  存  度
口径 器 高 底 径

P3 須 恵 器 長脚高邦 内外面 :暗灰色
郭部内面 :回転ナデ/郭部外面 :回転ナデ、
2条の沈線/脚部 13方方形透か し 郭部の40%

Pl 須 恵 器 啄 身
色

色

褐
褐
灰

黒

土
面

胎
表

内外面 :焼成不良のため摩耗 し調整不明、表
面は黒斑状に吸炭する

高台部周辺、全周の10%

Tab.34 SB08出 土遺物観察表 (Fig 228)
番号

穴

名構

柱

遺 種  別 器 種
法 量 (cm)

色 調 調 整 (内面/外面/特記事項 ) 残  存  度
口径 器 高 底 径

須 息 器 啄  蓋 126 内外面 :暗灰色 内外面 :回転ナテ 全体の10%
須 恵 器 啄 蓋 内外面 :暗灰色 内外面 :回転ナデ 全体の20%

P6 須 恵 器 啄  蓋 内外面 :暗灰色 内外面 :回転ナデ、内面に墨痕付着、転用硯 全体の 5%
須 恵 器 啄  蓋 内外面 :暗灰色 内外面 :回転ナテ 全体の 5%
須 恵 器 不 蓋 内外面 :暗灰色 内外面 :回転ナデ 全体の 5%
須 恵 器 啄 身 内外面 :灰色 内面 :回転ナデ/底面 :回転糸研り、底面に墨書「若J 底面の40%

43 土 師 器 啄 110
彩

色

塗

褐

色

淡

赤

土

面外

胎

内 内外面 :回転 ナテ 全体の15%

土 師 器 雰 謂
色
塗
褐
色
淡
赤

土
面外

胎
内 内外而 :回転ナデ 全体の10%

鉄 製 品 紡錘車
径

ｍｍ

直

５２ 中心に方形の軸孔が開く 完形

Tab.35 SB10出 土遺物観察表 (Fig。 228)

完形
柱 穴
遺構名

種 尼」 器 種
法 量 (cln)

色 調 調  整 (内面/外面/特記事項) 残  存  度
日径 器高 底径

P2 須 恵 器 郭 蓋 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ 全体の 5%

P5 須 意 器 速 内外面 :灰色
内外面 1回転ナデ、高台内 :高台貼 り付け後
回転ナデ

体部の40%

土 師 器 郭 ■01
土

繭択

胎

丙
淡 褐 色
未 御 余影

内面 :丁寧なナデ/外面 :側面丁寧なナデ、
底部移を残す ミガキ

全体の30%

Tab.36 SB12出 土遺物観察表 (Fig.228)
番号

穴
名構

柱
遺 種 別 器 種

法 量 (cm)
色 調 調 整 (内面/外面/特記事項) 残  存  度

日径 器高 底径

須 恵 器 郭  蓋 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ 全体の 5%以下

土 師 器 高 郭 胎 土 :明褐色郭部、
脚部外而 :赤色塗彩

必部回転ナデ/脚部外面 :横方向のヘラケズ
リ、指押さえ/脚部内而 :ヘ ラケズリ

郭部下半から脚部にかけて、
全体の70%
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Tab.37 SD30出土遺物観察表 (Fig.229)

Tab。 38 SD32出土遺物観察表 (Fig 230～ 231)

番号 種  別 器 種
法 (cm)

色 調 調 整 (内面/外面/特記事項 ) 残  存  度
口径 器高 は径

1 鉄 製 品
残存長
H9cn 断面方形、須恵器郭蓋破片銹着 両端を欠 く

2 須 恵 器 円面硯
内外面 :暗 灰色 部
分的に明灰色、自然釉

内面 1回転ナデ/外面 :脚端部に 2条の沈線、脚底面に
粗いハケ、凹凸の残る回転ナデ

脚部のみ、全周の30%

3 須 恵 器 塔  蓋 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ 回縁部のみ、全周の10%以下

4 須 恵 器 lIN 蓋 151
内外面 :オ リーブ灰

色

内面 :口 縁部回転ナデ、天丼部不定方向のナデ/外面 :

口縁部回転ナデ、天丼部回転ヘラケズリ/内面と外面つ
まみ内に塁痕あり

全体の20%

5 須 恵 器 F/t 内外面 :灰色
内面 :頸部ナデ、肩部以下回転ナデ/外面 :頸部～肩部
回転ナデ、胴部回転ヘラケズリ後ナデ/円孔は欠損

頸部から1日部上半にかけて、
全体の30%

6 須 恵 器 醒 内外面 :灰色
内面 :頸部ナデ、肩部以下回転ナデ/外面 :rJ部～肩部
回転ナデ、胴部下半回転ヘラケズ リ後回転ナデ、底部高
台貼り付けの後回転ナデ

頸部から胴部上半にかけて、
全体の70%

7 須 恵 器 長径壷
色灰

色

青

灰

面

面

内

外 内外面 :回転ナデ 胴部のみ、全体の30%

8 土 製 品 土製支脚 黄橙色 全面 :粗いナデ 突起部

9 土 師 器 皿
面

土

外内

胎
赤色塗彩
にぶい橙色

内面 :口 縁部回転ナデ、医部不定方向のナデ/外面 :口
縁部回転ナデ、底部回転糸切り後ナデ

全体の80%

10 土 師 器 饗 内外面 :灰黄掲色
内面 :口 縁部～頸部 ヨコナデ、以下横方向のヘラケズリ

/外面 :口縁部～頸部 ヨヨナデ/外面煤
回縁部から胴部上半にかけて、
全体の30%

11 土 師 器 甕 内外面 :浅黄橙色
内面 :回縁部ヨコナデ、頸部不定方向のナデ、以下ヘラケズ

リ/外面口縁部～頸部ヨコナデ、以下クテハケが微かに残る
回縁部か ら頸部 にかけて、全

周の15%

12 土 師 器 餐
内 面 :に ぶい橙色
外 面 :浅黄橙色

内面 :口 縁部 ヨヨハケの後 ヨヨナデ、頸部ヘラケズ リ/
外面 :ヨ コナデ

口縁部のみ、全周の10%以下

番号 種 別 器 種
法 量 (cm)

調色 調 整 (内面/外面/特記事項) 残  存  度
口径 器高 底 径

1 土 師 器 皿
面

土

外内

胎
赤色塗彩

浅黄橙色

内面 :回縁部～体部回転ナデ、底部不定方向のナデ/外面 :

口縁部回転ナデ、底部回転糸切りの後周辺部ヘラケズリ
全体の60%

2 土 師 器 皿
彩

色

塗

橙

色

黄

赤

浅

面

土

外内

胎
内面 :口縁部～体部回転ナデ、底部不定方向のナデ/外面 :

口縁部回転ナデ、底部回転糸切 りの後周辺部ヘラケズリ
全体の10%

8 土 師 器 皿
内外al i赤色塗彩

HaN 土 :黄橙色
口縁部回転ナデ、体部ヘラケズ内面 :回転ナデ/外面 :

リ

口縁部か ら体部にかけて、全
周の15%

4 土 師 器 田
面

土

外内

胎
赤色塗彩

明橙色
内面 :口 縁部回転ナデ、体部不定方向のナデ/外面口縁
部回転ナデ、底部ヘラケズリ

口縁部か ら体部にかけて、全
周の25%

5 土 師 器 雰
内外面 :赤 色塗彩

胎 土 :浅黄橙色 内外面 :回転ナデ 口縁部のみ、全周の15%

6 土 gll器 皿
赤色塗彩
イこもゞヽヽ橙色

両

土

外内

胎
口縁部 ココナデ、底部不定方向のナデ/外面 !口 縁
ナデ、体部ヘラミガキ、底部不定方向のヘラケズリ

面

ヨ

内

部 全体の30%

7 土 師 器 ll
面

上

外内

胎
赤色塗彩

明橙色
内面 :体部回転ナデ、底部不定方向のナデ/外面 :体部
回転ナデ、静止糸切り

体部下半から底部にかけて、
全体の60%

8 土 師 器 皿
内外面 :赤色塗彩
胎 土 :に ぶい橙色

内面 :回転ナデ/外面 :口 縁部回転ナデ、体部ヘラケズ
リ

口縁部から底部にかけて、全

体の10%以下

9 土 師 器 琢
彩

色

塗

褐

色

赤

赤

明

面

上

外内

胎
内面 :回転ナデ/外面 :国 縁部回転ナデ、体部ヘラケズ
リ

口縁部から体部にかけて、全

周の10%以下

土 tT器 堺
面

土

外内

胎
赤色塗彩
にぶい橙色

内面 :回転ナデ/外両 :口 縁部回転ナデ、体部下半回転
ヘラケズリ

口縁部から体部にかけて、全

周の15%

土 tT器 再台付lTN
内外面 :浅黄橙色、
外面に赤色塗彩

内外面 :ヨ ヨナデ 高台部のみ、全体の40%

土 師 器 郭 内外面 :黄橙色
内面 :体部回転ナデ、底部不定方向のナデ/外面 1体部
回転ナデの後回転ヘラミガキ、底部不定方向のヘラミガ

キ/焼成やや不良/内面全体と外面底部に焼成時の黒斑
全体の60%

土 師 器 裂塩土器 内外面 :黄橙色 内外面 :指押さえ/胎土 :砂粒をほとんど含まなヽ 体部のみ、全体の10%以下

土 師 器 餐
内 面 :浅黄橙色
外 面 :灰黄褐色 内面 :回縁部 ヨコナデ、頸部横方向のヘラケズリ

日縁部から頸部にかけて、全

周の10%以下

土 師 器 賓
色

色

橙

橙

明

黄

面

面

内
外

内面 :口縁部ヨヨナデ、頸部横方向のヘラケズリ/外面 :

ヨコナデ/外面に煤付着
回縁部から頸部にかけて、全
周の10%以下

土 師 器 甕
内 面 :浅黄橙色
外 面 :黒褐色

内面 !口 縁部 ヨコナデ、頸部以下ヘラケズリ/外面 :口
縁部～頸部 ヨコナデ、肩部タテハケ/焼成やや不良

日縁部から肩部にかけて、全

周の10%以下

土 師 器 賓 内外両 :明赤褐色
内面 1口 縁部回転方向のハケメ、頸部以下ヘラケズ リ/
外面 :ヨ コナデ

回縁部から頸部にかけて、全

周の20%

土 師 器 甕 内外面 :明橙色
口縁部 ヨコナデ、頸部以下横方向のヘラケズリ/
ヨコナデ

面

面

内
外

口縁部か ら頸部にかけて、全

周の10%以下

土 師 器 甕 内外面 1に ぶい橙色
内面 :ヨ コナデ/外面 :日 縁部 ヨヨナデ、頸部以下ヘラ
ケズリ

口縁部かから頸部にかけて、
全周の10%

土 師 器 餐
内 面 :浅黄橙色
外 面 :明橙色

内面 :口 縁部 ヨヨナデ、頸部以下ヘラケズリ/外面 1口
縁部ヨコナデ、頸部タテハケ

国縁部から頸部にかけて、全
周の10%以下

土 師 器 皿
色

色

褐

橙

黄

黄

灰

面

面

内

外

内面 1口 縁部 ヨコハケの後ナデ、頸部以下横方向のヘラ

ケズ リ/外面 1口 縁部 ヨヨナデ、類部指押さえ、以下 タ
テハケの後部分的にナデ/外面に煤付着

口縁部から肩部にかけて、全

周の40%

土 師 器 餐 320 内外面 :浅黄橙色
内面 :口 縁部 ヨコハケ、頸部 ヨコナデ、肩部以下ヘラケ
ズリ/外面 :回 縁部 ヨコナデ、頸部以下 タテハケの後頸
部ヨコナデ

口縁部から体部上半にかけて、
全周の20%

須 恵 器 啄 蓋 内外面 :灰色
内面 :口 縁部回転ナデ、天丼部不定方向のナデ/外面 :

□縁部回転ナデ、天丼部回転ヘラケズ リ/転用硯、内而
なめらかに摩耗

全体の40%

須 恵 器 啄 身 内外面 :灰 色
内面 :体部回転ナデ、底部不定方向のナデ/外面 :体部
回転ナデ、底部回転糸切り

全体の40%
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番号 種 別 器 種
法 量 (cm)

色 調 調 整 (内面/外面/特記事項) 残 存 度
口径 器高 底径

須 恵 器 郭 身 内外面 :嗜青灰色
内面 1体部回転ナデ、底部不定方向のナデ/外面 :体部
回転ナデ、底部回転糸切 りの後不定方向のナデ

体部下半から底部にかけて、
全体の30%

須 恵 器 郭 身 内外面 :灰色
内面 :回転ナデ/外面 :日 縁部回転ナデ、体部下半不定
方向のナデ

日縁から体部下半にかけて、
全体の15%

須 恵 器 郭 身 内外面 :灰色
内外面 :回転ナデ/底部回転糸切 り、高台貼 り付けの後
ナデ

底部のみ、全周の40%

須 恵 器 長頸壷 内外面 :青黒色 内外面 :回転ナデ 頸部の70%

須 恵 器 〓宣 内外面 :灰色
内面 :粗い回転ナデ/外面 :胴部上半は回転ナデ、下半
は回転ヘラケズ リ、底部回転糸切 りの後ナデ、高台部回
転ナデ

胴部から底部にかけて、全体
の20%

須 恵 器 一宣
色

色

灰

灰

青

赤

面

面

内

外

内面 :回転ナデ/外面 :下半回転ヘラケズ リの後回転ナ
デ、底部回転糸切 り、高台貼 り付けの後回転ナデ/底面
にヘラ記号「 ×」

胴部下半から底部にかけて、
全体の20%

須 恵 器 長頸壷 内外面 :青灰色 内外面 1回転ナデ 頸部の80%

須 息 器 士霊
内 面 :灰色
外 面 :暗赤灰色

内面 :回転ナデ/外面 :胴部回転ヘラケズリ、高台部～
底部回転ナデ、高台内ナデ

底部のみ、全周の20%

須 恵 器 〓質 内外面 :灰色
内面 :回転ナデ/外面 :回転ヘラケズ リ、高台部回転ナ
デ、底部回転糸切りの後ナデ

底部のみ、全周の100%

須 恵 器 甕 内外面 :灰色
内外面 :回転ナデ/2条づつのヘラ描き沈線によって区画
された文様帯3段に 3～ 4条の櫛描き波状文

日縁部のみ、全周の20%

須 恵 器 醒 内外面 :灰色
内面 :頸部ナデ、肩部以下回転ナデ/外面 :頸部～肩部
回転ナデ、胴部回転ヘラケズリの後ナデ/円孔 lヶ 所

全体の30%

須 恵 器 醒 内外面 :灰色
内面 :頸部ナデ、肩部以下回転ナデ/外面 :頸部～肩部
回転ナデ、胴部下半回転ヘラケズリ/透孔は欠損

全体の30%

須 恵 器 傲

色

オ端色、
酬
癬
耐
耐
表

内

外

り．

内面 :回転ナデ/外面 :肩部回転ナデ、 1同部回転ヘラケ
ズリの後回転ナデ/焼成不良 胴部のみ、全周の30%

須 恵 器 円面硯
内外面 :灰色、
に自然釉

上面 内面 :天丼部粗い指ナデ、側面回転ナデ/外面 :回転サ
デ/上面 (陸)は使用によりなめらかに摩耗、一部に墨痕

上部のみ、全体の30%

鉄 製 品 不明板状 平面鏃状だが刃つかず、板状をなす

Tab。 39 SD33出土遺物観察表 (Fig 231)

番号 種 男け 器 種
法 量 (cm)

色 調 調 整 (内面/外面/特記事項) 残 存 度
回径 器高 底径

須 恵 器 醒 内外面 :灰色
内面 :回転ナデ/外面 :回転ヘラケズリ、底部回転糸切
り/見込みにはらせん状にナデ痕が溝状に残る 底部のみ、全周の70%

土 師 器 堺
内外面 :赤色塗彩
胎 土 :灰黄褐色

内面 :日 縁部回転ナデ/外面 :口 縁部回転ナデ、体部ヘ
ラケズ リ/見込みに放射状の暗文かすかに残る 全体の25%
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第 7章 官衛関連遺構の調査成果

6-内面

Fig.232 SD06遺 物写真①



10-内面の黒痕

12-裏面

Fig.233 SD06遺 物写真②

第 3節 遺物の詳細

16-内面

10

実測図非掲載
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鰯籍基

実測図非掲載

Fig.234 SD12遺 物写真

0

Fig.235 SB01遺物写真



(外面)

Fig。 236  SA01 遺物写真

Fig.237 SB03遺物写真

(外面)

第 3節 遺物の詳細

(内面)

実測国非掲載

Fig。 238 SB04遺物写真①
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|

Fig.239 SB04遺物写真② (左から処理前、同X線透過、処理後3面)

(外面)

Fig.240 SB06遺物写真

0

(内面)



翁 鶴

第 3節 違物の詳細

(内面)(外面)

Fig.242 SB08遺物写真①

0
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45-処理後

Fig。243 SB08遺物写真②

0
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Fig.247 SB12遺物写真

実測図非掲載

Fig.248 SB13 遺物写真

Fig.245 SB10遺物写真②

0

実測図非掲載

Fig.246 SBll遺物写真



第 7章 官街関連遺構の調査成果

Fig.250 SB18遺物写真

Fig.251 SB19遺物写真

Fig.249 SB17 遺物写真

1-処理前

爾義醤藝饉轟遵藝鶴自撤籐弩
申中建簸拶イ
'

1-X線透過

1-処理後

Fig.252 SD30遺 物写真①
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2-内面

2-部分

4-内面の黒痕

Fig,253 SD30遺 物写真②
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6-底面

7

Fig.254 SD30遺 物写真③

⑭



Fig.255 SD30遺 物写真④

第 3節 遺物の詳細

実測図非掲載

(外面)

Fig.256 SD32遺 物写真①
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6-底面

11

SD32Fig.257 遺物写真②



第 3節 遺物の詳細



第 7章 官衝関連遺構の調査成果

26-底面

28-底面

Fig.259  SD32 遺物写真④

30-底面



第 3節 遺物の詳細

33-底面

34-底面

31-底面の
ヘラ記号

32-体部との
接合部分



第 7章 官街関連遺構の調査成果

39-上面

Fig.261 SD32遺 物写真⑥



第 3節 遺物の詳細

40-処理前 (表 ) 40-処理前 (裏 )

40-処理後 (表 ) 40-処理前 (裏 )

Fig,262 SD32遺 物写真⑦
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42-外面42-内面

0

SA03(実測図非掲載)

Fig.263 SD33・ SA03遺物写真



第 4節 その他の溝・土坑

本節ではG区におけるその他の溝と土坑に

ついて解説する。これらの溝と土坑からは硯

や瓦などの特殊遺物が出土 しており、前節ま

でに詳細を述べた神門郡家と関連する建物群

と深い関係が窺える。これらの土坑の中には

建物柱穴が含まれる可能性があるが、柱並び

などは不明のため、ここでは土坑として扱っ

た。調査区境界近くに位置するものについて

は、建物本体が調査区外にあるものの一部に

あたる可含ヒ性もある。

1.SD30(遺構写真 Fig。 264、 遺物実測図
Fig.229、 遺物写真Fig.252～ 255)

(位置)Gl区 の西寄りに位置する南北方向
の溝跡である。調査区境界を流れる現在の水

路に隔てられ、G3区まで続いている (周辺
図171)。 G3区では遺構面が深く削られてい
るため溝は底近くがわずかに残るのみである。

また溝の北端は完全に削られており、途中で

検出できなくなってしまった。この北側で西

へ直角に曲がりF区のSD06と 一連の溝とな

り、方形区画を作る溝である可能性もある

(遺構位置図Fig。 170)。

(規模・方位)幅 2m前後、検出面からの深
さ最大で50cmである。溝の軸は見極めがたい

が、方位はほぼ南北方位座標軸と一致する。

(遺物の出土状況)写真Fig。 264で示したよ

うに、溝の埋上の上層から底近くまで遺物が

包含されている。

(遺物の内容)SD30の 遺物については、前

節で掲載している。円面硯など文字関連遺物

が出上している。

2.SK449(遺物実測図Fig.268、 遺物写真
Fig.270)

G2区南東隅、柵列SA03の 内側に位置す
る土坑である。須恵器郭蓋 1点が出土してい

る。やや焼成が甘いもので、輪状つまみの形

状から8世紀中葉のものとみられる。内面は

つるつるに摩耗し、墨痕が付着する。転用硯

として使用されたものである。

第 4節 その他の溝 。土坑

3.SK453(遺物実測図Fig.268、 遺物写真
Fig。 270)

大型建物SBllの北側に掘られた土坑であ

る。須恵器郭身 1点が出上している。

4。  SK458(遺構図Fig。 266、 遺構写真Fig.

267、 遺物実測図Fig。 268、 遺物写真Fig,271)

G2区南壁沿いで確認された土坑である。
大型建物SB12の内側に位置している。掲載

した遺物は 1が弥生前期頃の甕、 2が弥生後

期初頭頃の甕で両者とも混入である。 3は円

面硯の上端部分で、海部に貼り付けた部分か

ら剥離 している。 4は平瓦の破片で、端部一

面以外はすべて破面である。外面には縄目の

タタキ痕、内面には布目痕が残る。内面には

模骨痕とみられる段差が観察される。成形方

法は布目繊維の方向が斜行する点から桶巻き

作りの可能性もあるが、湾曲がゆるやかで一

枚作りの特徴も備えており断定できない。全

体に色調が明橙色を呈して焼成が甘い点は新

しい様相といえるが、小片のため断定できな

ヽヽ。

5。 SK459(遺構図Fig。 266、 遣構写真Fig.

267)

SB12の柱穴を切っている。径120cmの正円

形で、深さ70cmほ どである。下層は単一の埋

土で満たされるが、上層部分からは礫が集中

して出土 した。この中には比較的平坦な面を

もつ大きめの石も含まれている。平面形が整っ

ていることから礎石設置のための根石を含む

地行の可能性も考えられるが、断定はできな

い。下層については柱痕跡など無く、掘立柱

からの建て替えの可能性もあるが不明である。

遺物は出土 していない。

6.SK460(遺構図Fig.266、 遺構写真Fig.

267、 遺物実測図Fig。 268、 遺物写真Fig.272)

SB12の柱穴を切っている。差 し渡し最大

で130cm、 不定形の土坑である。最上面に拳

大の亜円礫が多数集中して置かれていた。こ

れも礎石根石の可能性が考えられる。下層に

ついては分層できない単一の埋土で、柱痕跡

などは一切認められない。
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遺物はFig.268に 示 したように赤彩土師器

の邪などが出土している。

7.SK474(遺構図Fig。 266、 遺物実測図Fig。

269、 遺物写真Fig。 275～ 276)

方形区画に伴う柵列SA03の 内側に接 して

設けられた土坑である。Fig.266に示したよ

うに 2つの土坑が連結したような構造をもつ。

東側はやや浅く、40cm大の大型の角礫がまば

らに混じる。石上面の傾きはまちまちで、面

をそろえてある訳ではない。東側はこれを切っ

ているように観察され、やや深い。東側にあ

るような大型の石は含まれず、10～ 20cna大の

亜円礫がほぼ水平に敷かれる。礫と土層の状

況からみて礎石根石である可能性も高いが、

断定することはできない。

遺物は主に東側の浅い部分から出土してい

る。Fig。 269に示したように、やや特殊な性

格をもつ須恵器が出土している。 1は堺蓋の

転用硯で、内面に墨痕が残る。 3は大型の盤

で中央が反り上がっている。 4は器種不明で

ある。大型で浅い器形に復元される。肩部に

強い稜がつき、口縁部は外反しながら外に開

く。端部にはしっかりした面がつくられてい

る。盤の可能性もあるが、その場合底面にあ

たる部分が曲面をもっており安定しない。高

台の痕跡も無い。したがって大型の蓋と考え

て図示した。 5は円形の平面形をもつ硯であ

る。手捏ね成形された脚が 1箇所に残り、こ

れと対応する別の脚の剥離痕が 1箇所確認で

きる。口縁の傾きが均―でなく看千開くよう

に観察されるため、完全な平面円形ではなく

風字硯状になる可能性もある。残った脚の底

面はわずかに傾きがあるようであり、これが

全体の傾きを反映したものと推定 して図示し

た。内面には黒色の墨痕が濃く残り、つるつ

るに摩耗している。底面には黒色の墨痕は無

く、赤色顔料の付着が認められた。いわゆる

「朱墨」といわれるものである。底面は粗い

不定方向のナデで調整され、やや表面調整が

粗いせいか焼成時のひび割れを生 じている。

このひび割れにも顔料は入り込んでいる。顔

料は特定の文字を記したものではなく、また

顔料を悟ったような器壁表面の摩耗も認めら

れない。顔料を水溶する顔料皿のような用途

が考えられる。顔料の成分は蛍光 X線成分分

析によって酸化鉄に由来するベンガラである

ことが判明している。なおこの成分分析の結

果と、当遺跡出上の硯については次章でまと

めている。

8.SK478(遺物実測図Fig。 268、 遺物写真
Fig。 273)

SBllの北側に位置する土坑である。埋土

中から円面硯の脚部破片が出土 している。部

分的な破片のため全形は不明であるが、十字

形と半円形の透かしを交互に配 したものとみ

られる。

9.SK483(遺構図Fig。 266、 遺構写真Fig.

267)

G2区の南壁沿いに位置する。遺構の半分
は調査区外にかかっているため全体は不明で

ある。長径 130cm、 深さ50cmの 円形土坑であ

る。埋土中には 5～ 10cm大の円礫が含まれて

いる。礫の垂直分布にはまとまりがなくまん

べんなく含まれている。遺物は無い。

10。 SK501(遺物実測図Fig.268、 遺物Fig.

274)

溝と柵列による方形区画の内側に位置する。

SB13と 重複し、SK501が これを切っている。

宝珠状つまみをもつとみられる須恵器郭蓋 1

点が出土している。
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Tab.40 G区土坑出土遺物 観察表 (実測図Fig.268～ 269、 写真Fig.270～ 276)

遺構名 番号 種 別 器 種
法 量 (cm)

色 調 調  整 (内面/外面/特記事項) 残  存  度
回径 器高 底径

SK449 須恵器
蓋
Ｄ
郭
億

内外面 :暗灰色
端 部 :赤灰色

内外面 :回転ナデ、外面肩部に回転ナデによる段/内
面摩耗 し全体に墨痕付着

全体の60%

SK453 須恵器 郵  身 128
内外面 :灰色
斑状に暗青灰色

内外面 :回転ナデ、日縁部回転ナデによる成形でわず
かに外反する

口縁周辺のみ、全周の40
%

SK458

1 弥生土器 甕
内外面

色

にぶい黄橙 内面 :ヨ コハケ、日縁部丁寧なナデ/外面 :タ テハケ。
頸部 ヨコナデ、体部指押さえ/外面全体に煤付着

全周の 5%

2 弥生土器 甕 (2101 内外面 :浅責橙色
内面 :頸部以下不定方向のナデ、下部ナナメハケ、日

縁部 ヨコナデ/外面 :ヨ ヨナデ、日縁部 3条の凹線、
肩部斜め方向の刻み目後3条の凹線

日縁部のみ、全周の10%

3 須恵器 円面硯 内外面 :明灰色 回転ナデ、外面に細い沈線 2条分 上端のみ、全周の20%

4 瓦 平  瓦 内外面 :明橙色 内面 :布目痕、模骨痕を残す/外面 :網 ロタタキ痕 端部を含む小片

SK460

1 土師器 郭
胎 土 :淡黄褐色
内外面 :赤色塗彩

内外面 :回転ナデ、底部不定方向のナデ 全体の20%

2 土師器 郭 内外面 :に ぶい橙色
内外面 :回転ナデ/内面 :放射状の暗文/底部 :ヘ ラ
ケズリ

全体の15%

3 土師器 邪
胎 土 :浅黄橙色
内外面 :赤色塗彩

内外面 :回転ナデ/底面 :回転糸切り痕を残す 全体の10%

須恵器 甕
内 面 :暗青灰色
外 面 :青黒色 内面 :回転ナデ/外面 :沈線、波状文 口縁部の小片

SK47J

| 須恵器
郭 蓋
(転用硯)

内外面 :明灰色
内外面 :回転ナデ/外面肩部に回転ヘラケズリ/内面
全体に墨痕

全体の20%

2 須恵器 郭  蓋
色灰

色

青

灰

暗

暗

面

面

内

外 内外面 :回転ナデ 口縁部のみ、全周の20%

3 須恵器 盤 15 181 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ/内面使用により摩耗 全体の30%

4 須恵器 蓋 (31)
内外面 :暗青灰色
欅状に明白色

内外面 :回転ナデ 全体の30%

5 須恵器 円面硯 内外面 :暗灰色

内面、外面側面 :回転ナデ/底面 :不定方向のナデ、
焼成時のひび割れ、手怪ね成形の脚 1箇所残存/脚剥
離痕 1箇所/内面黒色墨痕付着、使用により摩耗、光
沢/底面 :朱墨 (ベ ンガラ)付着

全体の40%程度

SK478 須恵器 円面硯 内外面 :灰色
内外面 i回転ナデ/外面 :1条 の沈線、十字形 と半円
形 ?の透かし

脚部のみ、全周の25%

SK501 須恵器 辱 蓋 内外面 :灰色 内外面 :回転ナデ、宝珠状つまみ剥離痕 全体の20%
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Fig.264 SD30遺 構写真 (1:北西から、奥はSB03、 2:北から、円面硯等の出土状況)
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1:SK458(東 から)
2:SK459(東から)
3～ 5:SK459(西から)
6 i SK460(東から)

7 :SK460(南 んヽら)

Fig.267 G区奈良時代土坑 遺構写真
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S‐K449

SK453

SK458

雲 三 2

Om

SK460

F聴268 土坑遺物実測図① (SK449,453‐ 453・ 460・ 473・ 501)(S=1/3)
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Fig.269 土坑遺物実測図② (SK474)(S=1/3)

SK453

Fig.270 土坑遺物写真① (SK449。 453)
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4-内面

4-外面

Fig.271 土坑遺物写真② (SK458)
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同上―反対面

Fig.272 土坑遺物写真③ (SK460)

Fig.273 土坑遺物写真④ (SK478)

外面

Fig.274 土坑遺物写真⑤ (SK501)
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い球II口!

同上―反対面

5-底面

Fig.275 土坑遺物写真⑥ (SK474)
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5-内面の墨痕

(ほぼ実寸大)

Fig,276 土坑遺物写真② (SK474)

5-外面の赤色顔料痕
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第 8章 鍛冶関連遺物の調査

第 1節 出土状況と内容
1.鍛冶関連遺物の出土状況

鍛冶に伴う遺物はF区東側に位置する掘立

柱建物 (SB01)の 周辺から集中して出土 し

た。出土遺構の分布はFig.277に 示 した。遺

物の総数254点、総重量は65264gで 、出土

遺構と遺物内容はTab.42(p.299)1こ 示して

いる。SB01の周辺にある土坑 (SK197、 SK

304な ど)か らの出土が最も多く、次いでSB

01の柱穴や、これを囲む区画溝の埋土からも

出土している。

近世以降の耕作等によって古い遺構面は大

きく削られており、炉跡や焼土面のような作

業面に伴う遺構は全く残されていなかった。

従ってこれらの遺物がどこから供給されたも

のかは厳密には不明である。掘立柱建物SB

01が鍛冶工房である可能性も考えられるが、

SB01の柱穴 (P15)に切られる土坑 (SK491)

からも鍛冶淳が出土しており断定はできない。

少なくとも8B01が建つ以前から周辺で鍛冶

が行われていたことは明らかである。

鍛冶作業と直接関わるものでは無いが、鍛

冶滓を多く包含している土坑SK304は、遺物

量の多さから見て操業と同時に存在していた

可能性が考えられる。ただし用途は井戸等と

想定され、廃絶・埋め立て時に周辺に多く存

在した鍛冶滓が混入したものであろう。

2.鍛冶関連遺物の時期
操業時に存在していた可能性があるSK304

からは 6世紀後葉 (出雲 3期、TK43型式併

行期)の須恵器が少量出上しており、鍛冶が

行われた時期はこれをさかのぼらない。一方

SB01と これを区画するSD12が ともに 8世紀

中頃には廃絶・埋没することから、これが年

代の下限を示すものと判断される。したがっ

第 1節  出土状況と内容

て当遺跡における鍛冶の年代は、出土状況か

ら判断すれば 6世紀後葉～ 8世紀中頃という

ことになる。

第 2節 調査の方法
1.調査の手順

まず初めに、出土した全資料について考古

学蜘な分類をおこなった。分類基準は出土遺

構別 。強力磁石 (TA」IMA PUM P)に よ
る磁着性・小型特殊金属探知器によるメタル

度・肉眼観察による形態などである。分類後

に個体数と重量の集計をおこないTab.42に

まとめた。次に、その中から工程や各遺構の

機能や環境を端的に示す代表的な資料47点を

選別した。これらを遺構・種別ごとにまとめ

たものがFig.281の 構成図である。またこれ

らの法量、磁着度、メタル (残存)度を計測
し、外観観察による所見を加えた一般観察表

をTab.43～ 45に 示 した。上記の資料47点 に

ついては実測図作成と写真撮影を行いFig.

282～ 295に掲載 している。

さらに、この中から金属学的分析が必要な

もの11点を分析資料として選別し、分析前に

詳細な外観観察を行った (Fig。 296～ 306)。

これらは川鉄テクノリサーチ株式会社に委託

して自然科学的分析調査を行い、その結果を

第 9章に掲載している。

上記の調査方法や金属学蜘分析の方法 。項

目について、穴澤義功氏 (たたら研究会委員)

に全面的な指導を受けた。さらに資料分類や

外観観察、観察表作成などについては調査指

導の際に直接作業の労をとっていただいた。

2.遺物観察表の見方
遺物観察表は新潟県北沢遺跡

(1)・
島根県板

屋Ⅲ遺跡
(2)に おける製鉄関連遺物の検討で

(1)新潟県豊浦町教育委員会

(2)島根県教育委員会 1998

1992『北沢遺跡群』

『板屋Ⅲ遺跡』志津見ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 5
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採用された様式を基本とし、分析項目欄など

を加えたものである。主な項目の示す内容は

以下のとおりである。

(1)遺物種類・遺物名

金属学的分析を行う前に、考古学的な

観察によって判定した遺物の種類である。

(2)計測値 。法量

各遺物の長さ。幅・厚さ。重量を計測

したものである(1)。

(3)磁 着 度
製鉄関連遺物分類用の「標準磁石J(2)

を用いて、 6 mmを 1単位として資料との

反応の程度を数字で表現 したものであ

る(3)。 数値が大きいほど磁性が強い。

(4)遺 存 度
資料が完形か破片かを記す。

(5)破 面 数
資料が破片の場合、破面がいくつある

かを記す。

(6) メ タ ル [支

埋蔵文化財専用に整準された小型特殊

金属探知器によって判定された金属鉄の

残留の程度を示すもので、基準感度は次

のとおりである。

な  し :磁着反応が無く、金属鉄が
全く含まれないことを示す。

銹化 (△):磁着反応があるが、感度H
でも反応しない酸化物で、金

属鉄が残留しないことを示す。

H(○):Hは 最高感度でごく小さな
金属鉄が残留することを示す。

M(◎):Mは 標準感度でHの倍以上
の金属鉄が残留することを示

す。

L(●):Lは 低感度でMの倍以上の

金属鉄が残留することを示す。

(7)分   析
どのような分析をどのような部分につ

いて行うかを○印で示す。

(8)所   見
外形や破面 。断面の状況、木炭痕や気

孔の有無、および付着物やその他の状況

について記す。

(9)分 析 部 分

資料のどのような部分をどのような目

的で、調査・分析するのか記す。また、

観察表下の実測図の網掛け部分は、分析

に供した資料の採取位置を示す。

こ① 備   考
資料がどのような場所で、どのように

生成されたと予想されるかなどについて

記 している。

第 3節 成果のまとめ
1.遺構ごとの評価

以下では、第 9章に記 した化学成分分析な

どの結果をおゝまえて、使用された原料や行わ

れた工程についての総合的な評価を述べる。

なお、遺構相互の関係は不明であるため、遺

構ごとに個別に判定を行う。

1-1.SK197 砂鉄系素材を用いた精錬鍛
冶を行っている。分析資料 Nα①の原料はTi

量 8%前後の中チタン量の砂鉄であろう。工

程的には精錬鍛冶の前半と後半にまたがる。

分析資料③羽回の耐火度は普通である。分析

資料⑦の棒状鉄製品は鍛冶工房で生産された

鉄製品の一端を示すもので、特に硬度を必要

としない製品である。鍛打加工がやや甘く、

浸炭後、空冷された鍛造品。

(1)計測方法については島根県教育委員会2002『殿淵山遺跡・獅子谷遺跡(1)一遺構・遺物編―』の
凡例 5を参照されたい。

(2)標準磁石として東北金属mの リング状フェライト磁石を使用した。寸法は外径30mm、 内径 17mm、
厚さ 5 nllnで ある。

(3)参考文献 :小林信-1991「製鉄遺跡の発掘調査と整理について」『研究連絡誌』第32号 側千葉
県文化財センター  ※方眼台紙に 6 mm間 隔の同心円を描き、その中心点直上に標準磁石を糸で垂
らす。同心円外側から津などの資料を接近させ、磁石が急激に動き始める距離を台紙上の目盛りで

読み取る方法をとる。
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1-2.SK304 砂鉄系素材を用いた精錬鍛
冶の最終工程または鍛錬鍛冶の初めの工程を

行っており、含鉄の鍛冶淳が数多く派生して

いる。分析資料⑩羽国の耐火度は通常レベル。

分析資料Nα③の板状鉄製品は周辺部に鍛冶滓

2.ま  と め
これまでの成果を総合して、古志本郷遺跡

における鍛冶行為については以下のとおり総

括される。

・炉跡など直接的な遺構は残されていない。

・溝に区画された掘立柱建物SB01は鍛冶工

房であった可能性がある。

・遺物の全体量が少ないことから、周辺に廃

棄あるいは集積されていた鍛冶関連遺物の

一部が各遺構に二次的に混入したものとみ

られる。

・当遺跡で行われた鍛冶の工程は、精錬 (鍛

冶)～鍛錬 (鍛冶)で、製品の加工まで行

われていた。

・鍛冶の行われた時期は、土器の年代からす

ると 6世紀後葉～ 8世紀中頃の間のある一

定期間である。さらに当遺跡内の建物群の

存続期間から推定すると、そのうちの 7世

紀後葉～ 8世紀中頃にあたる蓋然性が高い。

・使用された素材は鉱石原料ではなく、砂鉄

原料である。

組織が付着しているので、鍛冶遺構に伴うも

のである。

1-3.SD12 鍛冶炉の炉壁は耐火度の低
いもので、カルシウム量がやや高い。珪化木

などの混入によるものか。

Tab.41 古志本郷遺跡 鍛冶関連遺物 分析データ解析表

※○囲み数字は分析資料Nα

※数値は資料中のTi02量 (%)

・砂鉄原料に含まれていたと考えられるチタ

ンの含有量が中程度であり、周辺遺跡出土

の類例から判断すると地元で産出される砂

鉄を原料としている可能性が高い。

・ 4方 (ま たは 2方)に羽口を収める溝を備

えた炉壁が出土している。このタイプは 7

世紀後半から9世紀にかけての、国行に付

随する官営工房で出土することが多く、い

ずれも炉を複数基並べた連房式の鍛冶工房

に伴って検出される規格性の高いものであ

る(1)。 当遺跡についてもこうした例との技

術的共通性がうかがえ、いわゆる野鍛冶で

はない公的な官営工房での鍛冶が行われて

いた可能性を示す。

。当遺跡 G区を中心に確認された出雲国神門

郡の郡家関連とみられる建物群の広がりか

らみると、鍛冶が行われていたSB01周辺

は建物群の西端に位置し、これより西に建

物跡は存在しない。鍛冶が郡行に付随する

ものと評価するならば、工房を郡衡域の縁

辺に計画的に配置したものと考えられる。

(1)鹿之子 C遺跡 (茨城県石岡市、 8世紀後半～ 9世紀)、 春内遺跡 (茨城県鹿島市、 7世紀後半)、

鳥羽遺跡 (群馬県)な どの類例がある。

工 程 製 錬 精  錬 (鍛冶) 鍛  錬 (鍛冶) 羽  口 鉄  器 炉  壁

堂還
　
構
　
名

SK197
|← ① → ||←

l②
→

|

389             027

|

③耐火度

1320°
⑦棒状鉄製品

SK304
| ← ③ →  l ⑤一④一⑥
151

|

⑩耐火度

1400°
③板状鉄製品

SD12
①耐火度

1080°



第 3節 成果のまとめ

1・ 2:】しから

3:北東から

4:南端土坑、北西から

｀:挙

―

Fig.278 鍛冶関連遺物 出土状況写真 (SD12)



第 8章 鍛冶関連遺物の調査

ク

ー
:-2

Fig.279 SK197遺物実測図・写真

:ノ

Fig.280 SK304遺物実測図 。写真
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鍛
冶
関
連
遺
物
出
土
遺
構
・
遺
物
内
容
一
覧
表

遺
構
の
性
格
遺
 
構
 
名

還
物
種
月
可
/

メ
タ

残
存
度

椀
形
鍛
冶
津
(合
鉄
)

/H
(O
)・
銹
化
(△
)

椀
形
鍛
冶
滓
/

銹
 
化
(△
)

椀
形
鍛
冶
淳
/

な
 
し

鍛
冶
滓
(含
鉄
)

/H
(O
)・
銹
化
(△
)

鍛
 
冶
 
滓

/銹
化
(△
)
鍛
冶
滓
/な
し

]可
  
口

炉
  
壁

製
  
品

個
数
璽
曇
(g
)
個
数
重
曇
(g
)
個
数
璽
曇
(g
)
個
数
理
曇
(g
)
個
数
璽
曇
(g
)
個
数
璽
曇
(g
)
個
数
璽
曇
(g
)
個
数
翼
曇
(g
)
個
数
翌
曇
(g
)

6世
紀
後
葉
～

8世
紀
中
頃
の

土
坑

S 
K3
04

19
68
3 
1 
  
 1

88
.2
 1
  
  
6
52
03

46
9 
1 
  
26
26
98
 1
  
 5
1
50
3.
0

95
94

2
28
.2

S 
K1
97

9
68
46

92
1.
5

1
62
37

7
9

3
12
42

l

S 
K4
91

1
18
5 
1

3

S 
K4
58

6
32
0,
9

S 
K4
85

1
11
59

小
 
計

26
71
4

10
09
7

7
11
44
0

18
7.
9

26
98

59
32

15
20
4

3
37
,7

掘
立
柱
建
物
の

柱
穴

S 
B0
1 
P3

1
53
.3

3

P5
3
29
.5

P6
2
25
3

P7
1
36
9

1
1

P8
1
35
2

6

P1
0

1

P1
2

1

小
  
計

3
12
54
 1

5
1

建
物
区
画
溝
S 
D1
2

1
96
6

2
59
,8

4
82
3

1
24
.2

6
8
40
75

16
05
,8

S 
D3
2

1
34
54

中
世
以
降
の

土
坑
・
溝

S 
K1
68

1
28
43

S 
K1
99

1
69
6

S 
K2
01

1
3

1

S 
K2
19

1

S 
D1
9

2
1
27
9

小
 
計

2
97
.7

1
28
43

1
1
7.
61
  
4

2
90
.2

包
 
含
 
層

水
田
耕
作
土
中

70
8.
8

Gl
区
第
2層

1
12
81

F5
区
S第
2層

6
19
94

F4
区
第
2層

1
42
6

F 
 5
 
区

6
37
4

小
  
計

2
70
88

40
7.
6

計
△

29
91
.1

7
17
18
.5

14
88
1

34
35

30
1,
6

74
0,
7

27
81
.2

2
16
05
,8

37
.7
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椀
形
鍛
冶
滓
(中
)
椀
形
鍛
冶
洋
椀
形
鍛
冶
滓
(中
)
鍛
冶
滓
(含
鉄
)
鍛
冶
洋
(含
鉄
)
ガ
ラ
ス
質
滓
鉄
製
品

羽
  
口

砥
石
椀
形
鍛
冶
滓
鍛
冶
滓
羽
 
口
炉
壁
(鍛
冶
炉
)

羽
 
口

SK
19
7

SK
30
4
遺
構
外
出
土

SB
01

SK
30
4

SK
19
7
SK
出
土

SK
出
土

SK
30
4
SD
12
SD
12
SD
12

SD
12

SD
32

ガ
ラ
ス
暫
起
付
ガ
ラ
ス
管
連
イ寸
水
田
耕
作
土
中

鬱 ③ ‐

@ ⑮ ⑬

含
鉄
H(
(

SB
01

０ ３７

為 ３
８

蝉 ３９ ◎ ４０

鬱
41

紗

４
２

ヌ

※
鰯

7

SK
19
7

昌
※
〔 脚 Ｍ 熾 脚 肺 の
２

(中
)
含
鉄
H(
○
)

鐙
2

婉 翅
9

解
10

SK
19
7

SK
25
2

※
9

餓
32

(二
段
) 3

SK
30
4

団
33

※
10

含
鉄
H(
O)
(小

)
含
鉄
H(
(

含
鉄
H(
(

SB
01

0 園 合鉄H(
C

4 5

F区
北
側

鰺
16

※ 　 　 　 ２

④ 哺
22

※
6

9
23

鬱 ⑥

銹
化
(△
)

掛
愕

SK
30
4

∩
29

SK
45
8

含
鉄
H(
0)

銹
化
(△
)

含
鉄
H(
O)

※
2

診
犠

11

Q
τ 配

0

SK
48
5

※
は
分
析
を
お
こ
な
っ
た
資
料
(数
字
は
分
析
資
料
Nα
)
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構
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図
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鍛
冶
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
①

構
成

No
遺
 
物
 
名
地
区
名
遺
 
構
 
名
計
 
測
 
値
 (
cm
)

重
量

(g
)

磁 着 度
メ
タ
ル
度

備
考

長
さ

幅
厚
さ

1
椀
形
鍛
冶
岸
(中
)
F区
SK
-1
97

62
37
6
な
 
し
分
析
No
 l

2
椀
形
鍛
冶
岸
(中
)
F区
SK
-1
68

28
43
6
な
 
し
上
面
が
大
き
く
窪
ん
だ
椀
形
鍛
冶
淳
。
完
形
に
近
く
、
側
部
に
小
破
面
の
み
残
る
。
表
皮
の
一
部
が
紅
色
の

酸
化
物
に
覆
わ
れ
る
。

3
椀
形
鍛
冶
津
(中
)
F区
SK
-1
97

50
16
9
銹
化
(△
)
二
段
椀
形
鍛
冶
滓
。
下
半
部
の
津
は
左
側
に
ず
れ
る
。
上
面
の
津
は
平
板
気
味
で
右
側
と
手
前
側
部
が
破
面
。

全
体
に
酸
化
土
砂
が
激
し
い
。

4
椀
形
鍛
冶
滓
(/
1ヽ
)
F区
SK
-1
97

12
35
7
銹
化
(△
)
細
長
い
椀
形
鍛
冶
滓
。
下
面
は
き
れ
い
な
舟
底
状
。
上
面
手
前
側
は
二
段
気
味
。
上
手
側
が
磁
着
が
強
い
。

5
椀
形
鍛
冶
滓
(/
1ヽ
)
F区
SK
-1
97

15
78
6
銹
化
(△
)
薄
手
の
椀
形
鍛
冶
滓
。
左
右
二
方
が
破
面
。
下
面
は
鍛
冶
炉
の
炉
床
土
の
剥
離
面
。

6
椀
形
鍛
冶
滓
(′
jヽ
)
F区
SK
-1
97

13
86
8
H
(○
)
分
析
Nα
 2

7
椀
形
鍛
冶
淳
(中
)
F区
SK
-3
04

21
42
4
な
 
し
分
析
No
 3

8
椀
形
鍛
冶
滓
(中
)
F医
SK
-3
04

21
99

7
H(
○
)
分
析
Nα
 4

9
椀
形
鍛
冶
津
(′
!ヽ
)
F区
SK
-3
04

62
7
8
銹
化
(△
)
扁
平
な
椀
形
鍛
冶
岸
の
側
部
破
片
。
5に
似
る
。

椀
形
鍛
冶
津
(′
!ヽ
)
F区
SK
-3
04

61
4
な
 
し
下
面
に
鍛
冶
炉
の
炉
床
土
が
面
的
に
固
着
し
た
椀
形
鍛
冶
滓
。
上
面
か
ら
側
部
は
木
炭
痕
に
よ
り
変
形
。
右

側
部
は
二
段
気
味
で
羽
口
片
を
か
み
込
む
。
炉
床
土
は
き
め
細
か
い
粘
土
質
。

11
椀
形
鍛
冶
滓
(/
け
F区
SK
-3
04

7
H(
○
)
扁
平
な
椀
形
鍛
冶
淳
。
長
軸
方
向
に
波
状
に
う
ね
り
、
右
半
部
は
二
段
気
味
。
肩
部
に
紅
色
の
磁
着
箇
所
あ

り
。

椀
形
鍛
冶
津
(中
)
F区
水
田
耕
作
土
中

43
90

7
銹
化
(△
)
不
整
楕
円
形
の
椀
形
鍛
冶
津
。
長
軸
端
部
が
突
出
気
味
で
、
上
面
中
央
が
大
き
く
窪
む
。
側
部
は
肩
部
か
ら

続
く
小
破
面
と
木
炭
痕
。

椀
形
鍛
冶
津
(ノ
!ヽ
)
F区

17
73
7
H(
○
)
上
面
が
平
坦
で
や
や
扁
平
な
椀
形
鍛
冶
津
。
右
側
部
が
突
出
気
味
。
左
側
部
は
破
面
。

鍛
冶
岸
(含
鉄
)
F区
SB
-0
1(
P7
)

27
6
銹
化
(△
)
小
塊
状
の
鍛
冶
滓
。
上
半
部
に
酸
化
土
砂
が
厚
く
、
放
射
割
れ
が
進
ん
で
い
る
。
下
半
部
の
磁
着
が
強
ヒ

鍛
冶
津
(含
鉄
)
F区
SB
-0
1(
P1
5横
穴
)

30
5
6
銹
化
(△
)
手
前
側
部
が
破
面
と
な
る
鍛
冶
滓
。
上
半
部
は
酸
化
土
砂
が
激
し
く
、
放
射
割
れ
が
中
核
部
ま
で
及
ん
で
し

る
。

鍛
冶
滓
(含
鉄
)
F区
SB
-0
1(
P1
5横
穴
)

H
(○
)
表
面
に
黄
掲
色
の
酸
化
土
砂
の
多
い
鍛
冶
滓
。
端
部
に
錆
ぶ
く
れ
。
磁
着
は
強
い

17
鍛
冶
滓
(含
鉄
)
F区
SK
-2
19

21
7
銹
化
(△
)
扁
平
な
薄
板
状
の
鍛
冶
淳
。
下
面
の
突
出
は
酸
化
土
砂
。
上
面
は
平
坦
で
左
半
部
は
錆
ぶ
く
れ
の
欠
け
。
淳

片
か
。

鍛
冶
滓
(含
鉄
)
F区
SK
-3
04

6
銹
化
(△
)
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
小
塊
状
。
わ
ず
か
に
錆
ぶ
く
れ
の
欠
け
あ
り
。

鍛
冶
滓
(含
鉄
)
F区
SK
-3
04

4
銹
化
(△
)
扁
平
な
小
塊
状
の
鍛
冶
岸
。
点
々
と
滓
部
が
露
出
し
、
や
や
風
化
気
味
。
一
部
が
銹
化
し
て
い
る
。
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鍛
冶
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
②

成 α

構 Ｎ
遺
 
物
 
名
地
区
名
遺
 
構
 
名
計
 
測
 
値
 (
cm
)

重
量

(g
)

磁 着 度
メ
タ
ル
度

備
考

長
さ

幅
厚
さ

鍛
冶
津
(含
鉄
)
F区
SK
-3
04

6
銹
化
(△
)
下
面
が
丸
み
を
も
っ
た
冶
滓
。
小
塊
状
で
右
手
肩
部
に
は
黒
褐
色
の
流
動
津
が
の
る
。
手
前
側
に
錆
ぶ
く

れ
の
欠
け
あ
り
。

鍛
冶
淳
(含
鉄
)
F区
SK
-3
04

7
H
(○
)
分
析
N0
5

鍛
冶
滓
(含
鉄
)
F区
SK
-2
01

17
5
H(
O)
扁
平
な
鍛
冶
滓
。
各
面
と
も
木
炭
痕
に
よ
る
凹
凸
あ
り
。
磁
着
は
中
核
部
が
強
い

鍛
冶
淳
(含
鉄
)
F区
SK
-3
04

31
8
H
(○
)
分
析
No
 6

ガ
ラ
ス
質
淳
F区
SK
-1
97

1
な
 
し
上
面
に
は
気
孔
の
激
し
い
濃
緑
色
か
ら
黒
色
の
ガ
ラ
ス
質
滓
。
こ
の
部
分
は
羽
口
由
来
の
津
か
。
下
半
部

は
灰
褐
色
で
部
分
的
に
明
白
色
。
粗
い
砂
粒
が
一
部
に
残
り
、
鍛
冶
炉
の
炉
床
土
の
滓
化
物
か
。

ガ
ラ
ス
質
津
F区
SB
-0
1(
P3
)

1
な
 
し
黒
褐
色
の
完
形
の
ガ
ラ
ス
質
岸
。
上
面
に
は
光
沢
あ
り
。
側
面
か
ら
下
面
に
は
木
炭
痕
が
目
立
つ
。

ガ
ラ
ス
質
滓
F区
SB
-0
1(
P3
)

1
な
 
し
表
面
や
内
部
に
も
気
孔
あ
り
。
や
や
比
重
が
高
く
、
石
の
可
能
性
あ
り
。

鉄
製
品
(棒
状
不
明
)
F区
SK
-1
97

6
H
(○
)
分
析
No
 7

鉄
製

口 ｍ
F区
SK
-2
52

6
H
(○
)
平
面
、
楕
円
形
の
板
状
の
鉄
製
品
。
酸
化
土
砂
が
厚
く
、
表
裏
面
に
亀
甲
状
の
放
射
割
れ
が
激
し
い
。
鋳

造
品
の
破
片
の
可
能
性
あ
り
。

鉄
製
品
(板
状
不
明
)
F区
SK
-3
04

6
銹
化
(△
)
分
析
No
 8

鉄
製

口 ｍ
F区
SK
-3
04

4
H
(○
)
細
長
い
不
整
三
角
形
気
味
の
鉄
製
品
。
中
空
で
錆
ぶ
く
れ
に
よ
り
応
、
く
ら
む
。
上
面
は
V字
状
、
左
端
部

は
急
角
度
で
折
り
曲
げ
ら
れ
て
い
る
。
故
鉄
の
破
片
か
。

口
F区
SB
-0
1(
P1
2)

1
な
 
し
羽
口
の
先
端
部
破
片
。
先
端
部
寄
り
の
外
面
に
は
ガ
ラ
ス
質
の
発
泡
し
た
滓
。
羽
口
胎
土
は
き
め
の
細
か

い
も
の
で
、
微
細
な
砂
粒
を
含
む
。
先
端
部
の
一
部
が
欠
落
し
た
ま
ま
使
用
。

口
F区
SK
-1
97

2
な
 
し
分
析
N0
9

□
F区
SK
-3
04

1
な
 
し
羽
口
先
端
部
の
小
破
片
。
全
体
に
強
く
滓
化
し
て
い
る
。
細
身
の
羽
口
か
。
身
厚
も
薄
い
。
先
端
部
の
ガ

ラ
ス
質
滓
の
表
皮
は
う
ぐ
い
す
色
。
羽
口
胎
土
は
極
め
て
粗
い
粘
土
質
。
練
り
不
良
。

口
F区
SK
-3
04

3
な
 
し
分
析
No
 1
0

□
G-
2区
SK
-4
58

(P
20
/2
2)

25
80
2
な
 
し

羽
口
体
部
か
ら
基
部
側
の
破
片
。
先
端
部
は
欠
落
し
、
わ
ず
か
に
灰
色
の
被
熱
部
が
残
る
。
外
面
は
長
軸
方
向

ヘ
ナ
デ
。
基
部
は
平
坦
に
切
り
そ
ろ
え
ら
れ
る
。
通
風
孔
部
は
右
半
部
が
直
孔
、
基
部
側
が
ラ
.ノ
パ
状
に
開
く
。
胎

土
は
き
め
が
細
か
く
、
微
細
な
白
色
粒
子
が
目
立
つ
。
成
形
は
粘
土
板
を
二
重
に
巻
き
付
け
か
。

□
G-
2区
SK
-4
85
(P
24
)

11
59
2
な
 
し
羽
回
の
体
部
か
ら
基
部
側
の
破
片
。
や
や
短
く
、
基
部
側
の
肩
部
が
丸
み
を
も
つ
。
基
部
の
平
坦
面
に
は

砂
粒
の
圧
痕
。
通
風
孔
部
や
胎
土
は
35
に
似
る
。
た
だ
し
前
者
よ
り
全
長
が
短
い
タ
イ
プ
。

砥
石
F区
SK
-3
04

l
な
 
し
自
然
石
の
砥
石
。
上
面
と
手
前
側
部
の
み
生
き
、
他
は
破
面
。
上
面
に
左
右
方
向
の
砥
面
。
石
質
は
頁
岩

ま
た
は
砂
岩
、



Ta
b.
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一
般
観
察
③

構
成

Nα

遺
 
物
 
名
地
区
名
遺
 
構
 
名
計
 
測
 
値
 (
cm
)

重
量

(g
)

磁 着 度
メ
タ
ル
度

備
考

長
さ

幅
厚
さ

騨 幻
鍛
朋 鎗

F区
SD
-1
2

23
2
2
な
 
し
下
面
に
粗
い
砂
粒
主
体
の
鍛
冶
炉
の
炉
床
上
の
固
着
す
る
薄
手
の
椀
形
鍛
冶
滓
。
上
面
は
ガ
ラ
ス
質
で
発

泡
。
短
軸
方
向
に
大
き
く
反
る
。
滓
は
気
孔
が
粗
い
。

椀
形
鍛
冶
津

r全
  
  
糾
拘
F区

SD
-1
2

36
6
4
な
 
し
発
達
が
不
十
分
な
椀
形
鍛
冶
岸
。
各
面
と
も
木
炭
痕
が
乱
雑
に
残
る
。
上
面
は
二
段
気
味
。

騨 的
鍛
膨 蛤

F区
SD
-1
2

96
6
7
銹
化
(△
)
左
上
手
側
部
に
破
面
を
も
つ
椀
形
鍛
冶
岸
。
上
面
中
央
部
は
ガ
ラ
ス
質
津
が
上
方
に
突
出
。
下
面
は
木
炭

痕
が
連
続
し
、
や
や
不
規
則
。
左
側
肩
部
に
は
羽
口
由
来
の
粘
土
質
の
滓
。

鍛
 
冶
 
滓
F区

SD
-1
2

6
銹
化
(△
)
酸
化
土
砂
に
囲
ま
れ
た
小
塊
状
の
鍛
冶
滓
。
左
側
部
か
ら
下
面
に
か
け
て
錆
ぶ
く
れ
や
黒
錆
の
に
じ
み
が

目
立
つ
。
磁
着
も
左
側
が
強
い
。

口
F区
SD
-1
2

24
2
2
な
 
し
羽
口
の
先
端
部
の
小
破
片
、
先
端
部
外
面
が
黒
色
ガ
ラ
ス
質
化
し
、
ひ
び
割
れ
か
ら
部
分
的
に
脱
落
し
た

ま
ま
使
用
、
胎
土
は
き
め
が
細
か
く
、
白
色
の
微
細
な
砂
粒
が
目
立
つ
、
34
と
似
た
資
料
。

回
F区
SD
-1
2

1
な
 
し
羽
口
の
体
部
破
片
。
外
面
に
は
長
軸
方
向
へ
の
擦
痕
。
通
風
孔
部
は
先
端
側
は
直
孔
で
、
基
部
側
は
開
く
。

外
面
は
発
泡
部
か
ら
被
熱
部
ま
で
。
胎
土
は
き
め
が
細
か
く
白
色
の
微
細
な
砂
粒
が
目
立
つ
。

口
F区
SD
-1
2

12
07
2
な
 
し

羽
国
の
体
部
破
片
。
や
や
開
き
気
味
の
タ
イ
プ
。
通
風
孔
部
は
わ
ず
か
に
弧
状
で
直
孔
気
味
、
内
面
に
は

回
転
方
向
の
ナ
デ
痕
が
残
る
。
外
面
は
薄
い
津
化
部
か
ら
被
熱
部
ま
で
で
、
表
面
に
は
指
頭
痕
が
残
る
、

胎
土
は
き
め
が
細
か
く
、
砂
粒
と
わ
ず
か
な
籾
殻
が
混
和
さ
れ
て
い
る
。

炉
  
壁
(鍛
冶
)
F区
SD
-1
2(
南
端

円
形
社
塀
朝
銅
∋

54
91
2
な
 
し
分
析
No
 l
l

炉
  
壁
(鍛
冶
)
F区

SD
-1
2

(P
68
5)

10
56
7

l
な
 
し

4片
ほ
ど
に
害
1れ
て
い
る
が
、
も
と
は
同
一
の
個
体
。
多
量
に
珪
化
木
が
練
り
込
ま
れ
た
、

し
た
胎
土
。
表
面
は
4面
ほ
ど
の
面
か
ら
な
り
、
部
分
的
に
吸
炭
。
下
面
に
は
吸
炭
部
が
な

の
接
地
面
か
。
左
側
部
と
短
草由
側
の
両
側
部
が
意
図
的
に
切
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
る
。

と と
り 面
く 地
つ 　 ヽ

ざ く

□
G-
2区
SD
-3
2

(南
側
拡
張
部
分
)

34
54

1
な
 
し

羽
国
の
体
部
か
ら
基
部
ま
で
の
破
片
、
先
端
部
は
欠
落
し
、
外
面
は
長
軸
方
向
へ
の
ケ
ズ
リ
と
ナ
デ
。
基

部
は
平
坦
に
成
形
さ
れ
、
外
面
に
ケ
ズ
リ
具
の
止
め
痕
が
連
続
的
に
残
る
。
通
風
孔
部
は
先
端
部
か
ら
や

や
開
き
気
味
。
外
面
は
薄
い
津
化
部
か
ら
被
熱
部
ま
で
。
胎
土
は
か
な
り
き
め
の
細
か
い
粘
土
質
で
、
粗

い
砂
粒
が
わ
ず
か
に
混
和
さ
れ
る
。
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第 8章 鍛冶関連遺物の調査
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Fig.282 鍛冶関連遺物 実測図① (椀形鍛冶滓、S=1/4)



第 3節 成果のまとめ
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Fig.283 鍛冶関連遺物 実測図② (鍛冶滓、ガラス質滓、鉄製品、 S=1/2)
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Fig.284 鍛冶関連遺物 実測図③ (羽回、砥石、S=1/3)


